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　1912年5月から6月にかけて、『ヴェニスに死す』をほとんど完成していたトーマス・マソは、肺
尖カタルを病んで入院中の妻カーチャを見舞って臨時入院者という資格でスイス領ダヴォスの林間サ
ナトリウムに滞在し、その時の環境、雰囲気、妻カーチャの話したこと全てに強烈な印象を受け、ミ
ュソヘソに帰るとすぐにダヴォスについての短編小説を書き始める。マソが計画した物語は、『ヴェ
ニスに死す』の中で描かれた最高の秩序に捧げられた生に対する陶酔的な混乱の勝利をユーモラスに
描くことであった1＞。ところがこの構想から12年を費やす長編小説が生れたのであり、まさに作者の
名誉心を遙かに上回る作品それ自体の名誉心を持って、作品が作品自身の意志を貫徹したのである。2》
　『魔の山』は全体を二部に分けて考えることが出来る。一部は「ワルプルギスの夜」までで、ハソ
ス・カストルプが死の俘虜になって行く過程を描くものであり、二部は「新しき人間性」を予感して
「魔の山」を降りて行くことを描くものである。
　『魔の山』は物語の冒頭の主人公ハソス・カストルプが列車の中にいる個所と、最後の戦場の場面
を除くと、舞台となるのは全て国際サナトリウム『ベルクホープ』とその周辺、即ち「魔の山」に限
定されている。ではその「魔の山」とは一体如何なるところであるのか。そこは日常的生活圏から遠
く隔離され、日常的生活法則の全く通用しないところとして現われる。「低地」の所謂市民的社会の習
慣等とは完全に切り離された独立した別世界である。そしてこの別世界に突然侵入することは無論不
可能なのであり、それにはそれなりの手順というか準備というようなことが必要である。即ちハソス
は故郷ハソブルクから丸二日かけて、この「魔の山」に到着するのである。一言で二日と言っても、
この二日というのは、単なる日常的市民的時間の経過を示すだけでは当然なく、時間の経過とともに
列車に乗っての旅、つまり必然的に空間の移動をも伴うものなのである。時間の経過や空間の移動と
いうものは、内面的変化を生ぜしめるものであるが、空間は普通は時間によって生み出されるものと
良く似てはいるが、それを凌駕する内面的変化を生み出すのである3）。丸二日という時間は「低地」
にいれば単なる時間の経過を示すだけに過ぎないのだが、丸二日をかけて旅をするということになる
と、これは単なる時間の経過だけではすまされなくなる。日常的市民的世界に於ける丸二日は、心理
的時間概念で言えぽほとんど無に等しいような時間であり、二日前と今日とでは心理的に直接結び合
っていると言っても良いが、空間の移動を伴う丸二日は心理的に全く掛け離れてしまい、二日前と今
日との間には直接的に結び付くものはほとんど失われてしまうという事態を招くに至る。時間は忘却
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の河であるが、空間もまた忘却の河であり、効き方はそれほど徹底的ではないが、しかしそれ故に一
層速く効くのであって、ハソスはそれを意識することなく、日常的世界から、彼が義務、関心、不
安、希望と呼んでいる一切のものから解き放たれて、秩序ある生活を遙か後方に、なかんずくずうっ
と下方の世界に置き去りにするのである4）。
　空間の生み出す内面的変化を受けつつハソスは「魔の山」にやって来る。『プラッツ』駅に着き従
兄ヨーアヒムと挨拶を交す彼は、もはや「低地」で生活していた時の彼と完全に同じというわけでは
ない。「低地」での日常的市民的拘束から全くとは言わないまでも、ある程度解き放たれている。同時
に彼は「低地」に対する批判を持つようになる。批判するとは換言すれば、批判する対象に完全に同
化しているわけではないということを意味するのではないだろうか。後に彼は「低地」を評して「恐
ろしい」「無情」「冷淡」「残酷」「容赦なし」という形容詞を連ねるのである5）。
　こうしてハソスは無意識裡に「低地」の拘束から解き放たれて行き、当初予定していた三週間の滞
在期間は、その末期に胸に浸潤個所のあることを発見されて七年にも延びてしまうのである。ハソス
が「魔の山」にかくも長く滞在することになってしまうのは、実際には発見された病気の治療に当る
ためというわけではない。浸潤個所の発見という事実は、ハソスの意識の中に於いては、「魔の山」滞
在を正当化する口実であるに過ぎない。そもそもこの浸潤個所そのものがひどく曖昧で疑わしいもの
なのだ。ゼテムブリー二はハソスの病室に見舞いに来た時にこう言うのである。「あなたは写真の乾
板に時々斑点が現われ、それが単に現像技術上の斑点であるだけなのに空洞と見倣されることがあっ
たり、実際に悪い個所があるのに写真には斑点が全然出なかったりするのを知っていますか。写真の
乾板なんか当てになるものですか。」6）一浸潤個所の発見はこのようにひどく曖昧なものにしか過
ぎない。診断された当のハソスにしたところで『ベルクホープ』に着いた翌日来ずっと続いている熱
の原因が、肺結核によるものであると信じているわけではないし、むしろ彼自身熱の原因が何である
かを一最初は漠然とではあるが、次第に明瞭に一意識しているのである。ベーレソスの代診で精
神分析を行ない、二週間に一度の割で行なう講演の中で「病気は否定され、抑圧された愛が再び出現
する時にかぶる仮面であって、その症状は仮面をかぶった愛の活動であり、全ての病気は姿を変えた
愛に他ならない」7＞と説くドクトル・クロコフスキーは、回診の途中でハソスをぴくりとさせること
を言う。「私はこの浸潤個所を関心の中心と見てはいません。私にとっては、そんなことは第二義的
現象です。……有機体的なものはいつも第二義的なのです。……」8）一ハソスは何故ぴくりとした
のか。クロコフスキーの言葉とは反対に有機的なものが第一義的と考えていれば、びくりとすること
もなかったに違いない。彼がぴくりとしたのは、クロコフスキーの言葉がまさに正鵠を射ていたから
に他ならない。ハソスの熱が結核によるものではないことは明らかである。この熱は第二義的現象に
過ぎない。結核による熱でない限り、院長ベーレソスが試みる治療法がほとんど効力を発揮しないこ
とは、むしろ当然である。後に謝肉祭の夜にハソスはショーシャ夫人にこう言うのである。「彼（ヨ
ーアヒム）ハ重病人デ、ボクハ恋ワズライ、ソレモ結構。」9）と。
　ではハソスは自身の熱が結核によるものではないと知りつつ、何故その熱を結核によるものとして
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「低地」に知らせ、自身は「魔の山」に留ってしまうのか。それはハソスの性格にももちろんよるの
だが、時代の影響でもあることを見逃してはならないであろう。『魔の山』第二章「ティーナッペル
家、およびハソス・カストルプの精神状態について」の中に、個人生活と時代との関連に触れた個所
がある。「人間は個々の存在として個人的生活を送るだけでなく、意識的あるいは無意識的に自分の
時代の生活や同時代人の生活をも送るのである。〔……〕時代そのものが外見上は非常に活気に満ち
ていても、内面的には希望も見込みも全く持っていない、つまり時代が希望も見込みも持たずに途方
に暮れているという実情を秘かに認識出来て、私達が意識的あるいは無意識的になんらかの形で出す
問、即ち一切の努力や活動の究極的超個人的絶対的意味に対する問に対して、時代が空しく沈黙すると
いう時には、普通よりも誠実な人間にある種の麻痺作用を及ぼすのは止むを得ないであろう。『何のた
めに』という問に対して時代が満足出来得る返事を与えないのに、現在与えられている標準を上回る
著しい業績を挙げようという気持になるには、極めて稀な英雄的性格の精神的孤独かあるいは恐るべ
き活力が必要であろう。」10）一これは「業績の倫理家」たち、『ヴェニスに死す』のグスタフ・アッシ
ェソバッハや『ブッテソブローク家の人々』のトーマス・ブッテソブロークのような人物たちの言葉
を換えた表現とも取れる。トーマス・マソは初期作品の中で、彼等「業績の倫理家」を繰り返し描い
ている。彼等は非常な努力をしなければならない絶対的理由を時代や社会に見い出し得なかった。「疲
労の極限で働く人、過重な負担の人、既に精根尽き果てている人、しかも尚毅然としている人、身体
は貧弱で、資力に乏しく、意志の胱惚と賢明な管理によって少なくとも僅かの間偉大な効果を発揮す
る人々」11）のような「業績の倫理家」の換言ではないだろうか。「業績の倫理家」について最も特徴
的に記述されている『ヴェニスに死す』の中でのアッシェソバッハの散文世界に描かれているのが、
全てトーマス・マソが自ら生み出した主人公たちであるのは、この点で非常に興味深いことと言え
る。即ち「内心の空洞と生物学的衰弱を最後の瞬間に至るまで世人の眼から隠している優雅な自制」
とは『ブッテソブローク家の人々』のトーマス・ブッテソブロークに相違あるまいし、「蕉る情念を清
らかな炎にまで煽り立て、美の王国を支配する程の黄色の感覚的に不利な醜悪さ」とは『フィオレソ
ツァ』のロレソフォ・メディチであるし、「精神の燃える深みから傲れる民族を十字架の下に、自分
の足下に屈服させる蒼白の無力」とは同じく『フィオレソツァ』のジロラーモ・サヴォナローラであ
り、「形式に空しく厳格な奉仕をする高雅な姿勢」とは『太公殿下』のクラウス・ハイソリヒ王子、
「生来の詐欺師の危険と偽りの生活」とは詐欺師フェリクス・クルルである。アッシェソバッハの信
条は「こらえ通すこと」であるが、これはまたトーマス・マソの信条でもあるのだ。一ところで先
の個人生活と時代との関連について触れた文であるが、これは「業績の倫理家」の換言であると同時
にまたもうひとつの重要な意味を併せ持っている。つまりここでトーマス・マソは初めて時代をクロ
ーズ・アップさせているということである。なるほど確かに「業績の倫理家」たちは「英雄的性格の
精神的孤独」を共通して持ってはいるが、マソの狙いは「時代の空しい沈黙」よりも遙かに一層個人
的領域に留っていはしまいか。ブッテソブローク家の没落は、ハーゲソシュトレームを筆頭とする新
興勢力の台頭による商業的競り合いに負けたためではなく、彼等自身の内面的崩壊によってこそなの
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であるし、アッシェソバッハは卑屈にもイロニーと批判的分析とを放棄したことによって死ぬのであ
る。これらの作品では、時代はあくまでも物語の背景に留まっていて、決して表面に出ては来ない。
ところが『魔の山』の一文は、時代を正面から見詰ることを明確に示しているのである。評論及び講
演等を除いて小説の中にこれほど明瞭に「時代」を押し立てて来るのは『魔の山』が最初である。こ
れはマソがrg－一次大戦中にペソを持って従軍した『非政治的人間の考察』によって得た新境地とも言
うべきことであろう。因にマソが1913年11月8日に兄ハイソリヒに宛てた手紙の中で、些か悲観的な
調子を帯びて、次のように言っているのであるが、この年には『魔の山』は最初の方は既に書き始め
ていたとはいえ、この段階では未だ『ヴェニスに死す』の対をなすユーモラスな作品としか考えてお
らず、もちろん『非政治的人間の考察』には筆を染めていない時である。「兄さんのように私は自分
を精神的、政治的に明確に方向づけることが出来ず、生来心に持っている死への共感は日増しに募っ
て来ます。私の全関心はいつも没落に向けられて来ました。進歩に興味を持てないのも多分ここに原
因があります。〔……〕もう作家としての私の役は終ったのだと思います。多分作家になったのが間
違いだったのです。『ブッテソブP一ク家の人々』は市民的作品で二十世紀には無価値ですし、『トニ
オ・クレーゲル』は御涙頂戴、『太公殿下』は空々しく、『ヴェニスに死す』は贋物で中途半端な教養
です。これはいわば舞台を去る時の最後の認識と慰めです。……」12）一この手紙の前半はあくまで
も没落という主題がマソの主要関心事であることを適確に物語っている。ここでは時代と社会という
ことは関心の対象から全く締め出されていることは歴然としている。後半はマソの書いた文としては
余りに主情的に過ぎ、これを鵜呑みには出来ないが、それにしても自らの創作活動に行き詰りを感じ
始めていることは充分に読み取れる。ここから『魔の山』に至る道については後に述べることにし
て、今は『非政治的人間の考察』以前のマソが時代に対してほとんど無関心であったことを確認する
にとどめよう。
　ハソスが「魔の山」を降りなかった理由のひとつは「時代の空しい沈黙」である。だが「時代の空
しい沈黙」は「業績の倫理家」の前では影が薄いことも明らかである。だがここで先の個人生活と時
代との関連に触れた文の引用の続きを見てみよう。「ハソス・カストルプはそのどちらも持っていな
かった。だから非常に敬意を込めた意味で言うが、彼はやはり『凡庸』だったのである。」13》一ハソ
スはこれまでのマソの主人公たちとは些か性質を異にしていることが示される。彼はとても「業績の
倫理家」たちの仲間入りは出来ない。それどころか彼は「一所懸命努力するということは、どんな事
情があろうと、どんな対象であろうと到底考えられない」14）ことであったし、「自由な時間の方が性
に合っていて、骨の折れる仕事は神経を煩わし消耗させるので、仕事を非常に尊敬してはいたが愛し
てはいなかった」のである。15）仕事よりも眼前に広々と拡がっている時間の方が遙かに好ましいこと
を自ら認めているのである。（「魔の山」の最小時間単位は一ケ月である。16））ハソスが性格的に実務
的生活に向いていないことがここで明らかとなる。マソは『魔の山』の後の方で、仕事が絶対的価値
を持ち、それ自体に於いて正当化されるなら、ハソス・カストルプはもっと早く「魔の山」を降りて
いただろうと記している。17）
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　だが何と言ってもハソスが躊躇なく「魔の山」に留る最大の原因は、上流Pシア人席で食事を取る
ショーシャ夫人に対する恋情からである。彼女はハソスが『ベルクホープ』に到着した翌日に早くも
彼の関心を引ぎ付ける。エーリヒ・ヘラーによれば『ヴェニスに死す』のタッジオが冥界の使者ヘル
メースの化身であるように、ショーシャ夫人もまた死神の化身した姿に他ならない。18）ハソスはショ
ーシャ夫人と、かつて秘かに熱愛していた同級生プリービスラフ・ヒッペとの同一性を散歩に行って
河岸で鼻血を流しながら、夢見るように認めるのである。プリービスラフ・ヒッペはゲルマソの血と
ヴェソド・スラヴの血の混った子孫であるが、その名はタッジオと同様ポーラソド人のものであり、
ヒッペとは大鎌を意味する。大鎌を持った男、即ち死神なのである。つまりハソスは死に魅惑されて
「魔の山」に留ってしまうのだが、彼は幼年時代から両親の死等を通して死とは個人的な親密関係に
ある。彼は従兄ヨーアヒムにこういう発言をする。「人が真面目で悲しそうな様子をして、死の影が
差している場合に、僕は圧迫感も覚えず、狼狽もせず、いかにも自分に相応しい場にいるような感じ
がする。皆が賑やかにしている時よりずっと気持がいい。賑やかなのは苦手だ。19）」更にまた「魔の
山」自体が死者の集まる冥界であるということをゼテムブリー二は言うのである。「これは、これは。
ではあなたは私達の仲聞ではないのですね。健康でここへはただ客としていらしたというのですね。
冥府を訪れたオデュセウスのように。〔……〕亡者たちが酔生夢死の暮しをしているこの深淵に降り
ていらしたとは一20）」一ハソスはショーシャ夫人の膝、脚の線、背中、胸といった肉体に官能的
に魅惑されているのであって、魂をも含めて心の底から彼女を愛しているわけではない。彼が望んで
いるのは、不治の病に犯されて子供を生むことの出来ない彼女との永続的な肉体関係、即ち情事であ
り、エーリヒ・ヘラーに従えば日々の糧としての胱惚であり、あらゆる理性を尻目にかけて永遠に続
く幸福である。2D一ここからやましい良心が生ずる。そしてこの「やましい良心」がハソスをして
理性の教育者ゼテムブリー二の話を傾聴させるのだが、そもそも自然発生的にではなく「恋情」に溺
れる反作用として作意的に持ち出された来た対立としての「教育」が「恋情」と対等の立場に立って
いられるはずがない。（ハソスよりもずっと長く『ベルクホープ』に滞在しているショーシャ夫人と
ゼテムブリー二が知り合っていないのもこの意味で当然である。）ハソスはゼテムブリー二の話しに
耳を傾けるが、その忠告や勧めにはほとんど従うことがないのもこのためである。それどころか彼は
ゼテムブリー二の話しを聴いた後では、それだけ一層自由に自分の考えや夢想をそれとは反対の方向
に（つまりショーシャ夫人に）走らせても良いと思ったのである。そして本来なら良心が書いてはく
れないような許可証を手に入れる目的でゼテムブリー二の話しに耳を傾けたのであり22｝、また心の奥
底ではゼテムブリー二を行手を遮ろうとしている筒琴弾きと見徹しているのである。23）
　「ワルプルギスの夜」即ち謝肉祭の夜にハソスは、かつて校庭で同級生のピリービスラフ・ヒッペ
から鉛筆を借りたように、ショーシャ夫人から鉛筆を借りるのだが、その時ゼテムブリー二の警告の
言葉には全く耳を傾けようとはしない。彼はフラソス語でショー一一一シャ夫人との会話を試みる。「ボクノ
話シ方デ判ルヨウニ、ボクハフラソス語ナソカ滅多二使ワナイ。シカシ君ト話ス時ハ、ボクハ自分ノ
言葉ヨリモコノ言葉ヲ使イタイ。フラソス語デ話スノハ、ボクニハ、イワバ話サナイデ話スヨウナモ
一151一
ノダガラーツマリ、責任ヲ持タズニ、トイウカ、アルイハ、夢ノナカデ話スヨウナモノナノダ。」24）
　ここで少し『魔の山』に於ける「夢」について触れておこう。というのは「夢」の果している役割
が極めて大きいと思われるからだ。ハソスがショーシャ夫人に想いを寄せる場面を振り返ってみよ
う。まず最初に現われるのは、到着二日目の晩のことである。彼は長年授業の合い間の休み時間を過
した校庭で彼女から鉛筆を借りようとしている夢を見る。（これが後の「ヒッペ」と「ワルプルギス
の夜」のライト・モティーフであることは疑う余地がない。）次いで食堂の場面となり彼女が彼に歩
み寄り、手に接吻するのを許す夢を見る。一ところでこの晩の夢の前に、午後の水平療法の時に、
ハソスは階下の広間でのアルビソ氏のピストル騒ぎに触発されて名誉と不名誉について考えてみるの
だが、それは次のように記される。「大体のところ名誉は大きな長所があるが、不名誉にもそれに劣ら
ぬ長所がある。いやそれどころか不名誉の長所は無限だと思われた。〔……〕名誉の重圧から完全に
解き放たれ、不名誉の測り知れぬ長所を永久に享楽するとしたら、どんな気持になるだろう。」25）こ
んなことを考えているうちに彼は「放縦で甘美な感情」に襲われ心臓の鼓動が烈しくなるのである。
一先程の夢に戻ると接吻すると同時にまたもや「放縦で甘美な感情」が彼を襲うがそれは夢の中で
の方が遙かに強烈なのである。二・三日後、ハソスはひとりでかなり長い散歩を試みる。そして河岸
のべソチで鼻血を流しながら、幼き日に熱愛していたヒッペから鉛筆を借りたことを想い出すのであ
る。「そのうちに彼は突然、二・三日前の夜に見た夢、，最近の印象をモデルにして見たあの夢の原型に
なっている幼い日の一場面に自分が戻っていることに気付いた。それも過去と現在との間にある空間
や時間が完全に取り払われてしまった程徹底的に過去の中に移されてしまったので、今この上の渓流
の傍のベソチに横たわっているのは生命のない肉体に過ぎず、本当のハソス・カストルプは遠い過去
の少年時代とその情景の中に、それも非常に単純ではあるが実に冒険的な、酔い痴れるような場面に
いるような具合であった。」26）一これは白日夢というべきものだ。次いで、バルコニーで横になっ
て生物学と解剖学の勉強をしながら見る「生命の像」即ちショーシャ夫人の裸体が柔らかい腕を彼の
首に回わして彼の唇を吸う夢である。そして「ワルプルギスの夜」のフラソス語での「夢ノ中デ話ス」
会話。こうしてみるとハソスのショーシャ夫人に対する恋情は、夢の中での感情とさえ言っても過言
ではないと思えて来る。だがこの夢は単なる夢ではなく、陶酔の夢、ディオニユソス的陶酔の夢であ
る。ニーチェは『悲劇の誕生』の中で言う。「彼は正確に、また進んで夢の現実に目を注ぐのだ。と
いうのは、夢の影像から彼はこの人生を解釈し、夢の出来事によって実生活に対する修練をつむのだ
からである。彼がそういう受け取り方をしながら我身に経験するのは、なにも快適な好ましい影像だ
けとは限らない。厳粛なもの、陰筐なもの、悲しいもの、暗いもの、思わぬ障害、偶然のいたずら、不
安な期待など、要するに生の『神曲』全体が地獄篇も含めて、彼のそばを通りすぎるのだ。もちろん
それは影絵芝居のように通りすぎるのではない一一何故なら彼はそれらの場面で、ともに生き、とも
に悩むのだから。27）」またニーチェは次のようにも言う。「原始的な人間や民族のすべてが賛歌の中で
語っている麻痺的飲料の影響によって、あるいは全世界を希望で満たす力強い春の訪れに際して、あ
のディオニュソス的興奮は目覚める。それが高まる時、主観的なものは消えうせ、完全に我を忘れた
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状態になるのだ。」28）一ハソスは我を忘れてディオニュソス的陶酔の世界に入り、「放縦で甘美な感
情」に浸るのだ。ゼテムブリー二は、ハソスに言う。「病気にせよ、絶望にせよ、それはしばしば放
縦の現われに過ぎないのです。」29》
「ワルプルギスの夜」に戻ろう。ディオニュソス的陶酔の夢を見て「放縦で甘美な感情」に浸ったハソ
スは、この夜ついにディオニュソス的祭典にまで行き着く。彼は借りた鉛筆を返しに彼女の部屋に行
き、そこで情事は成就する。「ほとんどあらゆるところで、これらの祭典（ディオニュソス的祭典）の
中心をなすのは極端な性的だらしなさであり、〔……〕まさに自然の最も粗野な野獣性がここに解放
され、ついには淫欲と残虐性のあの嫌らしい混合に行き着いたのであった。」30）一これは理性から見
れば、まさに気狂い染みた倒錯とも言うべきことではないか。ゼテムブリー二の言葉を聞こう。「死
は生の揺藍、更新の母胎という意味で尊敬すべきです。生から切り離された死は怪物、戯画一更に
厭うべきものになります。独立した精神的力としての死は極めて放縦な力で、その罪悪的引力は非常
に大きいのです。しかしそれに人間精神が共鳴するのは、最も恐しい倒錯であることは確かです。」31）
　以上で『魔の山』一部は終るが、ここでマソが最初に計画したことを振り返ってみよう。「『ヴェニ
スに死す』の中で描かれた最高の秩序に捧げられた生に対する陶酔的な混乱の勝利をユーモラスに描
くこと。」一『魔の山』一部はまさにこの計画通りとは言えないであろうか。物語の基本的展開は
驚く程『ヴェニスに死す』に似ていることに気付かずにはいられない。美と死、形式と頽廃、東と西
南と北、興隆と没落、造形性と混沌の不可思議な結合であるヴェニスは、「魔の山」に他ならないし
美と死の化身タッジオはショーシャ夫人、アッシェソバッハの自制心はゼテムブリー二という具合で
ある。ニーチェは言う。「『仮象』の芸術の女神たちは、陶酔のうちに真実を語った芸術の前に顔色を
失なった。〔……〕個体はその全ての限度や節度もろとも、ディオニュソス的状態の忘我のうちに没
落し、様々のアポロ的掟を忘れるのであった。覆いかくされていた過度はその正体を現わして、それ
こそ真実であることを示し、矛盾が、苦痛から生まれた歓喜が、自然の胸から出て自分について語
るのであった。こうしてディオニュソス的なものが浸透していった全てのところで、アポロ的なもの
は止揚され、絶滅された。」32）かくしてアッシェソバッハは滅亡して行くのだが、『魔の山』はここか
ら先が異なる。アッシェソバッハはひとたび死の俘虜になると一直線に没落への道を滑り降りてし
まうが、ハソス・カストルプを導く死は彼の前から姿を消してしまうのである。死の俘虜にはなった
が、死へと導びく糸は絶ち切られ、彼は浮遊状態となって、様々な経験を重ねた後、「新しき人間性」
を予感するようになるのである。
　トーマス・マソが兄ハイソリヒに宛てた手紙の後半を想い出してみよう。「もう作家としての私の
役は終ったのだと思います。多分作家になったのが間違いだったのです。『ブッテソブローク家の人
々』は市民的作品で二十世紀には無価値ですし、『トニオ・クtz・・一ゲル』は御涙頂戴、『太公殿下』は
空々しく、『ヴェニスに死す』は贋物で中途半端な教養です。これはいわば舞台を去る時の最後の認
識と慰めです。……」一当時マソが行き詰りを感じていたことは明らかだが、1940年に当時を振り
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返ってマソが次のように語るところを見ると、先の手紙t＃　一“時的な悲観では決してなく、マソ自身の
転回点とも言える時期であったことが明瞭となる。「これ（『ヴェニスに死す』）は私の内面生活に於
いて、最後の極端なもの、ひとつの結末を意味しています。即ちデカダソスと芸術家の問題の道徳的
にも形式的にも極めて尖鋭化し、形象化したもので『ブッテソブローク家の人々』以来、私の創作を
支配して来た問題が『ヴェニスに死す』で十全に完成したのです。一これは破局に終ろうとしてい
た市民時代が個人主義的問題性を全て完成していたことに合致しています。従って『ヴェニスに死
す』に至る個人的な道は行き詰りで、その先には進めませんでした。」33）
　個人的な道に行き詰っていたマソは、この後『非政治的人間の考察』に取り組むことによって、よ
り大きな道、全人的、普遍的、人類一般的な道へと歩み出す。ところで認識とは何か。一発見であ
る。ブラックマーは言う。「それはいつもそこに在った。そうしていつもそうであるように、それは
探し求められているわけではない時に発見されなけれぽならない。さもないとそれは信じ難いことか
耐え難いこととして、事前に拒絶されることになろう。それはいつもそこにあった。それが何である
にせよ、それは型にはまった知識が締め出すか、機構に組み込まれている神秘に変えるかしたもので
ある。34）」一『非政治的人間の考察』以後のマソは、それ以前のマソには全く見られないことであろ
うか。一否である。最も自伝的色彩の濃いとマソが自ら言う『トニオ・クレーゲル』の中に次のよ
うな文がある。「私は偉大な悪魔的な美の小路で様々な冒険を試みて『入間』を軽蔑する誇らかな冷
たい人々に感嘆します。一けれど羨しいとは思いません。何故なら文士から詩人を作り上げるもの
があるとすれぽ、それは入間的なもの、生き生きとしたもの、凡庸なものに対する私のこの俗人的愛
なのですから。〔……〕私の最も深く、最も秘やかな愛は、金髪碧眼の明朗で発刺とし、幸福で愛すべ
き凡庸な人々のものなのです。〔……〕それは良ぎ愛であり、実り豊かなのです。」35）一これは明ら
かに『魔の山』の「新しき人間性」の理念を先取りしているように思われる。
　ショーシャ夫人が再び帰って来るという口約束をして「魔の山」を去ると、ハソスは別の対立関係
の中に置かれることになる。一部での対立はゼテムブリー二対ショーシャ夫人であり、「教育」と「恋
情」はまるで対立とも言えないものであったが、二部ではゼテムブリー二対ナフタの対立となり、ゼ
テムブリー二は同じ精神の領域でこの醜い東方のナフタと論戦するのだ。ゼテムブリー二はヨーロッ
パ、進歩、理性、啓蒙を掲げ、対するナフタはアジア、反動、ドグマ、独裁を主張する。だがゼテム
ブリー二の主張は十八世紀の時代遅れな教養世界であり、ナフタは自由に対して鉄の拘束を唱え、病
気、天才、狂気を救済に結び付ける激情的反動主義者に過ぎないことが、次第に明らかとなって来
る。ハソスはこの論戦に耳を傾けつつ、精神世界の冒険を繰り返す（これを彼は「陣取り」と名付け
る。）のだが、そのどちらにも組みすることが出来ず、また自分の主張を明確にすることも出来ない。
彼が自分自身の道を見い出すのは、スキーをして吹雪に会った時に見る「夢」の中でである。
　彼は山中で吹雪に会い、山小屋に身を寄せて白日夢を見る。この夢は二部に分かれていて、前半は
「幻影夢」、後半は「思想夢」である。「幻影夢」で見るのは、美しい南国の入江、若老たちは黄金色
の陽を浴びて濃刺と馬を駆り、少女たちは踊り、恋人たちは岸に沿って散策し愛の言葉を交す人文主
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義的理想郷である。明朗さの中に気品と謹厳があり、暗さのない厳粛と思慮に富む敬度が精神的影響
となって彼等を貫いている。だがこの美しい光景の背後には、即ちハソス・カストルプの背後には、
不気味な神殿が建っている。その神殿の奥では、髪を振り乱した白髪の老婆が二人、半裸で垂れ下っ
た乳房と指の長さ程もある乳首を見せて、幼児を引き裂き、その肉片を貧ぽり食っている。骨が口の
中で音をたてて砕け、血が口から滴り落ちている。一彼が夢見たのはまぎれもなく一個の人間なの
だ。人間の中には、生と死、美と醜悪、理性と反理性等の諸々の対立が同居している。そのどちらが
欠けてもならないし、どちらか一方に特別に帰依してもならない。彼は半ば目覚めながら、完全に覚
め切らぬまま思想の型で夢見続ける。「死の放逸は生の中にあって、それがなければ生は生でなくなる
だろう。そしてその真中に一放逸と理性の真中にこそ神の人間の位置があるのだ。人間の国家も神
秘的な共同体と吹けば飛ぶような個人との間にあるように。僕はそれをこの円柱に尭れて見るのだ。
この真中の位置で、人間は自分自身と上品に丁重に愛想良く交わるべきなのだ。一何故なら人間だけ
が高貴なのであって、対立が高貴なのではないからだ。人間は対立の主であって、対立は人間によっ
て生ずるのだ。人間は死よりも高貴で、死に溺れるには高貴すぎるのだ。〔……〕人間は生よりも高貴
で、生に溺れるには高貴すぎるのだ。」彼の夢は更に続いて、ついには決意と宣言にまで至る。「僕は
善良でありたい。僕は自分の思想を死に支配させはすまい。そこにこそ善意と人間愛があり、それ以
外のどこにもないからだ。〔……〕愛は死に対立する。理性ではなく、愛だけが死よりも強いのだ。
理性ではなく、愛だけが善意ある思想を生み出すのだ。形式も愛と善意からだけ生れるだ。　〔……〕
ああ、僕はこのようにはっきりと夢に見、見事に陣取りをしたのだ。僕はこれを忘れまい。僕は死に
対する忠誠を持ち続けよう。しかし死と過去に対する忠誠が、僕たちの考えと陣取りを決めるなら
ぽ、悪意と暗い快楽と人間敵視となるだけだということをはっきり覚えておこう。人間は善意と愛を
失わないために、自分の思想に対する支配権を死に譲り渡してはならない。」36｝一この認識は『ト
ニオ・クレーゲル』以来のマソの主要対立概念の克服とも言うべきものである。一『ヴェニスに死
す』は、愛と善意を欠いた形式が必然的に招き入れる悲劇であった。『魔の山』はこの悲劇を超克し
た記念碑である。「雪」の章の認識が何よりも如実にそれを物語っている。即ちこの「新しき人間性」
の理念は、愛と善意による死の克服であり、同時に「没落」に向けられていたマソの全関心が、「生」
に向って方向転換したことを示すものでもあるのだ。ハソスはショーシャ夫人に魅惑され、つまり放
縦な死の力に魅惑されて「魔の山」に留ってしまうが、そこで「陣取り」をしつつ、ついには死を克
服することになる。ひとたび死を克服した者に対して、死はもはやかつての魅力的引力を発揮するこ
とは出来ない。後にショーシャ夫人が戻って来た時に、以前のようにハソスの関心を引けないのもこ
の意味で当然である。ところで、もう一度ニーチェの言葉を引用したい。これまでのニーチェの引用
は主として、アポロ的なものの領域にディオニュソス的なものの侵入する荒々しさを描いたものであ
ったが、アポロ的なものは、そのまま消滅し、絶滅してしまうわけではないのだ。ニーチェは言う。
「彼ほディオニュソス的酩酊と神秘的自己放棄のうちに、熱狂する合唱隊から離れて、ひとり淋しく
倒れ伏し、そこでアポロ的な夢の作用を受けて、自分自身の状態、即ち彼が世界の内面の根底と一つ
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になった状態が、ある比喩的な夢の姿のうちに啓示されるといったふうであるに違いないのだ。」37L
－「雪」の章はまさしくこのニーチェの言葉通りと言わねばなるまい。ハソスは「新しき入間性」の
理念を会得することによって、ゼテムブリー二とナフタをも越える。「理性ではなく、愛だけが死よ
りも強いのだ。理性ではなく、愛だけが善意ある思想を生み出すのだ。」という認識、また「死と過去
に対する忠誠が、僕たちの考えと陣取りを決めるならば、悪意と暗い快楽と人間敵視となるだけだ。」
という認識がそれを何よりも雄弁に物語る。一後にハソスはこの認識を「天才的な道」と呼ぶこと
になる。ペーペルコルソと連れだって戻って来たショーシャ夫人に彼はこう言う。「分別を失う愛こ
そ天才的なんだ。何故なら死は天才的原理、二元的原理、賢者の石だし、また教育的原理でもあるか
ら。死への愛が生と人間との愛に導くからだ。〔……〕生に至る道はふたつある。ひとつは普通の真直
ぐな真面目な道。もうひとつは良くない道、死を乗り越えて行く道で、これが天才的な道なのだ。」38）
　マソはナフタを自殺させることによって、生なき精神の悲惨な最期を描く。生なき精神は生き延び
ることは出来ないからだ。同様に精神なき生もまた生き延びることは出来ない。ペーペルコルソはま
さにそのようにして死んで行く。彼は一見「大人物」のように見える。ゼテムブリー二もナフタも、
彼の前ではその存在すら疑わしくなる。精神は生に敗北するからだ。彼は優雅な身振りで周囲の者た
ちを圧倒するが、その実その身振りに続く言葉は、まるで要領を得ない、支離滅裂で曖昧といった具
合である。彼は感情によってのみ生きているので、豊かな感情が枯渇するのを何よりも恐怖し、つい
にはその恐怖の余り自ら生命を断つ。生と精神は相互に関連し合い、共存するのでなければ生き延び
ることは出来ない。ナフタとペーペルコルソを葬り去ることによって、マソは従来永遠の対立であっ
た双方を共に否定するのである。
　第一次世界大戦の勃発によって眠りを覚まされたハソスは、「魔の山」を降りて行く。戦争の勃発
はまさに青天の欝麗であり、地球の屋台骨を振動させ、「魔の山」を粉々に打ち砕いたのだ。彼はシ
ューベルトの『菩提樹』を口ずさみつつ、戦場の硝煙の中に姿を消して行く。だがこの歌は「生命の
果実だが、死から生まれ、死を孕んで」いるのであり「この歌の真の帰依者は、この歌の世界、この
魔術を克服せんがために生命を燃やし、未だ表現出来得ぬ愛の言葉を唇に浮べて死んで行く者であろ
う。　〔……〕しかしこの歌のために死ぬ者は、実はこの歌のために死ぬのではなく、愛と未来の新し
い言葉を胸に秘め、既に新しい世界のために死ぬのであり、それ故に英雄」39）なのである。一ここ
で語られる英雄とは、死を乗り越えて生へ至る「天才的の道」を歩む者のことであり、「新しき人間
性」の理念を予感した者に他ならない。
　絶え聞なく砲弾の飛び交う中で『菩提樹』を口ずさみつつ硝煙の中に消えて行くハソス・カストル
プの姿は、『非政治的人間の考察』という「陣取り」をしつつ、生へ至る「天才的な道」を歩み出し
たトーマス・マソ自身の姿に他ならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈註〉
トーマス・マンからの引用は全て下記を用い、巻数とページ数を示す。
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皿，S．310
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